
2019年度成果報告会

バイオマスエネルギーの地域自立システム化実証事業
／地域自立システム化実証事業

／家畜ふん尿由来のバイオガスエネルギーを利用した酪農地域
自立システムの実証事業

2019年10月17日(木)
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１、期間
開始 ：2018年10月
終了（予定） ：2021年 3月

２、最終目標
酪農地域自立システムの確立
酪農地域自立システムの定義：酪農地域においてFIT制度に依存しないで、
エネルギーの地産地消を行うシステム

本事業における酪農地域自立システムの特徴
堆肥化が最も難しい中・高水分ふん尿を固液分離した後の液分を使ってバイオガスを
発生させる。
バイオガスから発生したエネルギーを堆肥センター及び隣接する大規模酪農家に送り、
エネルギー全量を地域内で使う。

３、成果・進歩概要（FSの再検証）
・原料の中・高水分ふん尿を安定的に確保できることを確認した。
・発生するエネルギーの全量を地域内で利用できることを確認した。
・今後、事業性評価の他、現在建設中のプラントによる実証を行う。
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事業概要



釧路

旭川

稚内

札幌

函館

阿寒町

事業者の概要

●阿寒農業協同組合

・1948年に設立され、2001年に釧路市農協と合併。

・従業員数76名、正組合員数150名、売上 77.9億円(2017年度)

【コンセプト】
“省エネルギー化”
“エネルギーの地産地消”

堆肥センターのバイオガスプラント化

＜事業内容＞

・農業共同利用施設の設置

・農業経営指導、信用事業、
販売事業、購買事業、共済事業
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堆肥センターと各酪農家の位置関係
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つなぎ飼い牛舎：半固形状ふん
育成牛舎：半固形状ふん

釧路港

フリーストール牛舎：スラリー
つなぎ飼い牛舎：尿

出典：国土地理院技術資料

阿寒農業協同組合

釧路市動物園

乳業工場

堆肥センター（バイオガスプラント実証予定地）釧路空港

JR釧路駅2㎞

●酪農家（つなぎ飼い）
●酪農家（フリーストール）

スラリー運搬車両 コンテナ運搬車両
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酪農地域自立システム型バイオガスプラントを導入するに至った経緯

酪農家
釧路市有機質肥料活用センター

（堆肥センター） 生産現場・環境

【地域および事業者の課題】
① 酪農家および地域の省エネルギー化

② 良質な堆肥、液肥生産と良質な飼料、生乳生産

③ 悪臭および地下水汚染の軽減

④ ふん尿処理料の現状維持によるＪＡ組合員への負担軽減

⑤ FIT制度に依存しないエネルギーの地産地消の確立

【酪農家の問題点】
・ エネルギー使用量大
・ 酪農経営の低迷

【堆肥センターの問題点】
・ エネルギー使用量大
・ 維持管理費の増大

【生産現場ほかの問題点】
・ 低品質牧草・生乳
・ 悪臭や地下水汚染



大規模酪農家堆肥センター

電気

電気

温風電気

高圧空気

温水

温水

園芸ハウス

牛舎

完熟堆肥

搾乳施設

ガス配管
(200m以内)

液肥再生敷料

未利用

ふん尿

中水分ふん尿
高水分ふん尿

ガスホルダー

殺菌

脱硫・除湿設備

（ガス利用設備）

発電機

ガス加温機
コンプレッサー 発電機

低水分ふん尿

廃棄飼料他

場内利用

②エネルギー変換①原料調達

③エネルギー利用

発酵槽

①原料調達の工夫
・既に収集運搬ｼｽﾃﾑが構築されている

→ 安定した原料の確保

②エネルギー変換の工夫
・低ｺｽﾄ発電機、未利用ふん尿の利用

→ エネルギー供給の安定化

固液分離機

固液分離機

消化液

酪農地域自立システム

③エネルギー利用の工夫
・傾斜式撹拌機、全量ガス配管供給

→ 省エネ、ｴﾈﾙｷﾞｰ全量消費

ガス配管(200m以内)

④システム全体の工夫
・既設施設の利用 → 建設費の抑制 ・酪農家24戸によるセンター運営 → システム導入に対し合意形成済み

固形分

液分

③エネルギー利用
バイオガス

・酪農家のふん尿処理費の現状維持、疾病予防 → 経営安定
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酪農地域自立システム実証事業の概要



4.酪農地域自立システムの概略図
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堆肥センター

大規模酪農家
（仁成ファーム）

中水分ふん尿
高水分ふん尿

低水分ふん尿
廃棄飼料他

敷地境界線

園芸ハウス

分離固形
物置き場

液肥
貯留槽
（既設）

液肥
貯留槽
（既設）

出典：国土地理院技術資料

液肥
貯留槽
（既設）

発酵槽

発酵槽
（将来）

NEDO事業費外

液肥
貯留槽
（既設）

固 液
分離室

牛舎

ガス
機械棟

：原料
：消化液
：電気
：温水
：ガス

発酵槽（将来）はNEDO事業外

既設配管



阿寒農業協同組合 および 地域の「強み」

１）既に収集運搬システムが構築 ２）大規模酪農家が隣接

３）既存施設の利用が可能 ４)ＪＡ組合員24戸がセンターを運営

安定して原料を確保できる
電気を電線（自営線）、温水及びガス
を配管で100％送ることができる

導入設備コストを抑制できる 新たなシステム導入の合意形成が
なされている

JA組合員
24戸

堆肥センター 大規模酪農家

既存堆肥化設備

コンテナ運搬車両 スラリー運搬車両

「バイオガスプラント」を導入できる環境が整っている

ガス配管
が可能
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大規模酪農家の施設



①-1 原料調達の工夫 （１）

堆肥化が最も困難な中水分・高水分ふん尿を原料として利用

高水分ふん尿
（水分 約88％）

中水分ふん尿
（水分 約85％）

中水分ふん尿
高水分ふん尿

【合計】
54(t/日)

低水分ふん尿
（水分 約80％以下）

低水分ふん尿
38(t/日)

廃棄飼料他
12(t/日)

スラリー
（水分 約95％以

上）

【対象原料】【このままで完熟堆肥化が可能】

尿・スラリー
43(t/日)

【液肥利用されている】

廃棄飼料下水汚泥工場脱水汚泥
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2017年から
2018年まで
の最新データ



①-2 原料調達の工夫

分離割合
（重量割合）

固形分 液分

３５％ ６５％

分離液分の水分率 70％ （TS30％） 90％ （TS１0％）

メタン発酵の適性 － 〇

堆肥化の適正 〇 －

スクリーン孔径の最適な組み合わせ

高性能な国産固液分離機の導入

「ワラ」と「ふん尿」が混合した難取扱性原料の固液分離が可能

国産の固液分離機 分離液分
（水分 90％）

分離固形分
（水分 70％）

中・高水分原料
（水分 87％）

スクリーン孔径6mm スクリーン孔径14mm
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＋



②-1 エネルギー変換の工夫

スクリーン孔径の最適な組合せで得られた液分のメタン発酵
（平成28年度FS調査結果）

バイオガス発生量の確保およびエネルギー需給の安定化

室内メタン発酵試験
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②-2 エネルギー変換の工夫

【分離液分のみの場合】

＞

固液分離機

バイオガス発生量

15,631(MJ/日)

（749ｍ3/日）

発酵槽
プラント消費量（1月期）

25,467(MJ/日)

中・高水分ふん尿
60t/日

分離液分
43.7(t/日)

プラント消費量(1月期)

33,548(MJ/日)
分離液分
43.7(t/日) ＞

固液分離機

大規模酪農家 未利用ふん尿
42（t/日）

バイオガス発生量

39,781(MJ/日)

（1,905ｍ3/日）

発酵槽

【分離液分＋未利用ふん尿の場合】

【ｶﾞｽ利用設備】
ガス発電機
ガスボイラー

回収熱量（※）

33,937(MJ/日)

【ｶﾞｽ利用設備】
ガス発電機
ガスボイラー

回収熱量（※）

13,911(MJ/日)

計画時

計画時
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中・高水分ふん尿
60t/日



大規模酪農家消費電力（熱量換算）

②-3 エネルギー変換の工夫
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【分離液分のみ】

【分離液分＋未利用ふん尿】

発生バイオガス発熱量 15,631(MJ/日)

原料凍結融解熱量

スロープヒーティング熱量

発酵槽加温熱量

消化液殺菌熱量

堆肥センター消費電力（熱量換算）

発生バイオガス発熱 39,781(MJ/日)

余剰エネルギー（バイオガス販売）



③-1 エネルギー利用の工夫

15kＷ×4台
（水槽容量1800ｍ３の場合）

傾斜式撹拌機の場合
（総合出力：１５kW）

据付状況
(メーカーホームページより転用）

従来の撹拌方式の場合
（総合出力：６０kW）

M

M

M M

水平撹拌機（15kＷ×2台）

水中撹拌機（15kＷ×2台）

15kＷ×１台
（水槽容量1800ｍ3の場合）

傾斜式撹拌機の採用による消費エネルギーの抑制
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乳牛ふん尿バイオガスプラントの消化液から製造される「再生敷料」
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乳牛ふん尿
38トン/日

道内バイオガスプラントの例

バイオガス

発電

消化液
固液分離機

固形分

消化液

圃場
高い膨軟性・高い吸水性

一般敷料と同等の安全性

4.5トン/日再生敷料

衛生的な牛体

③-2 マテリアル（副産物）利用の工夫

消化液の利用
化学肥料を３割以上節減でき、しかも良質の牧草を生産することができる

草地
畑地

雑草種子
（死滅）

雑草のない良好な草地

団粒構造の発達した
柔らかい土壌

窒素や有機物が
浸透

品質の高い牧草

粘性が低くサラサラ

粘度 250 mPa・s

種子死滅率
100％

水分の土壌浸透率
81％

アンモニア気散率 9％



④-2 システム全体の工夫

② 本システムの導入により、年間3,800トンのCO2削減が可能。

① 既設施設・設備の利用による建設費の抑制

③ 本システムは、ＪＡ阿寒と堆肥センター運営協議会（組合員の酪農家24戸）

との合意形成されており、継続的な事業運営が可能である。

④ 酪農家が支払う処理料は年々増加する傾向にあるが（現状24,500円/頭・年）、

本システムの導入により現状を維持することができる。

⑤ 余剰熱を利用した消化液の殺菌、発酵熱による完熟堆肥により、重大

疾病であるヨーネ病の蔓延が予防できる。

原料受入槽 固液分離 発酵槽

殺菌槽
(55℃)

固液分離堆肥化
(60℃×2日間以上)

（分離固形分）

（分離液分）

完熟堆肥

（消化液）

殺菌された
再生敷料

（分離固形分）

（分離液分）

殺菌された
液肥
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実証実験の研究開発目標と達成状況（計算上）*2019年3月時点

研究開発項目 細項目 達成条件
達成状況
（計算上）

バイオマス原料の調達
についての検証

①メタン発酵原料 112t/日、月変動5.8～6.1%
85.8t/日（○）

月変動(△)P18参照

原料前処理システムの選定
分離率（TS）40％、液分TS7%、固形分
水分70%

（○）

原料受入槽 既設設備を利用してコスト10％低減 （－）

エネルギーおよびマテリア
ル利用についての検証

エネルギー供給率 発生エネルギーの95%以上を活用 （○）

撹拌機 傾斜式を利用してエネルギー75%削減 （－）

②エネルギー需要量
堆肥センター、大規模酪農家、プ
ラントでの需要量・単価を満たす

（－）p21参照

③副産物 発生量と販売費を満たす （－）p21参照

エネルギー変換技術に
ついての検証

安定・低コストの設備 発電機150kW、メンテナンス5,000千円
発電機 （○）
メンテナンス（－）

発電機 総合効率79% （○）

発生バイオガス熱量 39,781MJ/日以上 （○）

システム全体についての
検証

技術検討委員会 2回/年開催 （○）

ふん尿処理費用 24,500円/頭・年の維持 （－）

地域連携 新規バイオガスプラントの計画・設計 （－）
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達成状況：”○”達成、”△”未達成（達成は可能）、”ー” 検討継続中



①メタン発酵原料調査
堆肥センターへ運ばれてくる中・高水分ふん尿（メタン発酵原料）の回収量の月変動調査
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原料の中・高水分ふん尿の月変動は5.8%～6.1%
であり、安定的に回収可能である。

目標値５％（変動5.8%～6.1%）に僅かに達していないので、酪農家さんから
の回収方法の改善することによって調整することを考えている。
（酪農家によって回収頻度1～3日に1回と差があるので、回収する日にちの組
合せを工夫する等の解決法を検討中）

平 均：1,617t/月
（52.2t/日）

変動係数：6.1％

平 均：1,658t/月
（53.5t/日）

変動係数：5.8％

2015年
4月

2015年
8月

2015年
12月

2016年
4月

2016年
8月

2017年
1月

2017年
5月

2017年
9月

2018年
1月

2018年
5月

2018年
9月

2015年4月
～2016年11月

2017年1月
～2018年12月



①メタン発酵原料
堆肥センターへ運ばれてくる尿・スラリー（メタン発酵原料ではない）の回収量の月変動調査
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平 均：1,544t/月
（ 49.8t/日）

変動係数：14.11％

平 均：1,345t/月
（ 43.4t/日）

変動係数：12.41％

夏 夏 夏 夏

約1,000t/月

・夏に「回収量」が多くなる
（2016年は気温が平年より2~3℃高かった。台風の雨水の混入）
・変動は12～14％ある。

2015年
4月

2015年
8月

2015年
12月

2016年
4月

2016年
8月

2017年
1月

2017年
5月

2017年
9月

2018年
1月

2018年
5月

2018年
9月

2015年4月
～2016年11月

2017年1月
～2018年12月



①メタン発酵原料
堆肥センターへ運ばれてくる低水分ふん尿（メタン発酵原料ではない）の回収量の月変動調査
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2015年4月
～2016年11月

2017年1月
～2018年12月

平 均：1,285t/月
（41.5t/日）

変動係数：9.51％

平 均：1,178t/月
（38.0t/日）

変動係数：13.06％

夏 夏 夏 夏

約500t/月

・尿・スラリーより若干変動が少ないが、約10～13％の変動がある。

2015年
4月

2015年
8月

2015年
12月

2016年
4月

2016年
8月

2017年
1月

2017年
5月

2017年
9月

2018年
1月

2018年
5月

2018年
9月



②エネルギー及び③副産物の需要量の試算結果

検討項目 目標値 達成状況（計算上）

エネルギー需要量 大規模酪農家 電気 1,800kWh/日 達成（1,893kWh/日）

熱 10,530MJ/日 達成（11,057MJ/日）

ガス 284Nm3/日 達成（303Nm3/日）

堆肥センター 電気 250kWh/日 達成（263kWh/日）

熱 1,462MJ/日 達成（1,535MJ/日）

バイオガスプラント 電気 400kWh/日 達成（421kWh/日）

熱 19,337MJ/日 達成（21045MJ/日）

エネルギー需要量

21/24

検討項目 目標値 達成状況（計算上）

副産物発生量 消化液（液肥） 74.1t/日 達成（100.0t/日）

再生敷料 4.7t/日 達成（6.0t/日）

完熟堆肥 23.6t/日 達成（28.5t/日）

副産物需要量



今後のスケジュール

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

設備建設・設置

設備設計

試運転・本稼働

実証運転

実施項目

酪農地域自立システムの設計

酪農地域自立システムの設置

システム運転開始

実証運転・実証事業
【事業継続】

22/24

【継続稼働】



23/24

JA阿寒バイオガスプラントの完成イメージ図



実証・モデル化した酪農地域自立システムの普及

24/24

釧路

旭川

稚内

札幌

函館

JA阿寒堆肥センターと同様の問題・課題を抱えている道内の大規模堆肥センター49施設
に、環境条件を整えてから、本事業で実証・モデル化した「酪農地域自立システム」を普及
し、酪農全体の省エネルギー化に寄与する。

● 共同型・大規模堆肥センターの位置

酪農地域自立システ
ムの重要な環境条件

・既に収集システムが
構築されている。

・大規模酪農法人が
隣接している。

・JA阿寒地域内で堆
肥、液肥、再生敷料
等の副産物を利活用
できる。


